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࿨
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湖「
沼
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」の
ほ
と
り
に
あ
る

妖
精
美
術
館（
４
月
25日

オ
ー
プ
ン
）

〔
3月
定
例
会
　
会
期
３
月
６
日
～
12日
〕

・
令
和
８
年
度
当
初
予
算
・
議
案
審
議
等
....２
～
８

・
一
般
質
問
　
６
人
が
登
壇
..................................９

～
15
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３
月
定
例
会
は
、
３
月
６
日
か
ら
12
日
に
か
け
開
催
さ
れ
、
令
和
８
年
度
当

初
予
算
、
令
和
７
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
・
改
正
、
人
事
な
ど
20
議
案

と
追
加
議
案
１
件
が
提
案
さ
れ
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
６
人
の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
概
要

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予

算
は
35
億
９
，
８
９
３
万
円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
１

億
２
，
０
９
４
万
円（
３
・

３
％
減
）の
減
額
予
算
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
会
計
予
算
は

11
億
３
，
２
９
９
万
円（
前

年
度
比
１
・
６
％
増
）と
な

り
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
大
幅
増

基
金
取
り
崩
し
微
増

前
年
度
と
比
べ
、
町
税
は

全
体
で
６
億
２９
万
円（
１･

８
％
増
）。
町
民
税
の
個
人

所
得
割
の
増
額
が
主
に
よ
る

も
の
で
す
。

地
方
交
付
税
は
、
国
・
県

の
資
料
等
参
考
に
前
年
度
比

３･

５
％
増
の
16
億
５
，
５

０
０
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

町
債（
町
の
借
金
）は
、
投

資
的
事
業
分
と
し
て
２
億

６
，
０
０
０
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

35億9,8 93万円を可決
前年比1億2,094万円（3.3%減） ３月

定例会

「起立多数」で可決した令和８年度一般会計予算
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歳出

35億9,8 93万円を可決
令和８年度一般会計

主 要 ソ フ ト 事 業
（単位：千円）

事　　　業　　　名 事業費
乗合タクシー運行事業 3 9 , 7 2 6  
高齢者交通安全対策事業（免許証返納） 6 0 0  
高齢者世帯等エアコン設置事業 1 , 6 0 0  
害虫駆除事業 1 , 0 8 0  
敬老事業 5 , 7 5 3  
緊急通報システム事業 2 , 2 1 8  
中山間地域等直接支払事業 1 0 , 7 1 5  
多面的機能支払推進事業 6 , 5 9 0  
プレミアム付（２５％）商品券発行事業 4 3 , 6 5 6  

令和８年度　当初予算額（会計別）
会　計　名 令和８年度予算 令和７年度予算 比較増減

一 　 般 　 会 　 計 35億9,893万円 37億1,987万円 △1億2,094万円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険（ 事 業 勘 定 ） 3億 ,633万円 2億8,014万円 2,619万円

国 民 健 康 保 険（ 施 設 勘 定 ） 1億6,041万円 1億6,951万円 △910万円

介 護 保 険 6億 ,818万円 6億1,069万円 △251万円

後 期 高 齢 者 医 療 5,807万円 5,408万円 399万円

公

営

企

業

会

計

簡 易 水 道 事 業

収益的収入 1億7,444万円 1億8,113万円 △669万円

収益的支出 1億8,088万円 1億9,087万円 △999万円

資本的収入 9,345万円 1億1,723万円 △2,378万円

資本的支出 9,964万円 1億2,256万円 △2,292万円

下 水 道 事 業

収益的収入 1億6,010万円 1億6,636万円 △626万円

収益的支出 1億5,377万円 1億6,102万円 △725万円

資本的収入 4,126万円 3,266万円 860万円

資本的支出 6,582万円 5,738万円 844万円
（田沢地区農業集落排水事業、各地区合併処理浄化槽事業及び川口地区公共下水道事業は下水道事業となりました。）
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令和８年度౰ॳ༧ࢉ�ொ௕ͷఏҊཧ༝

ʮࣗવͷܙΈͱ�স͋إ;ΕΔ�͔Ͷ΍·ʯ�Λ໨ͯ͠ࢦ
ʙ͍ࢥ΍Γɹ͍͋͑ࢧͷ·ͪʙ

ओ�ͳۀ�ࣄ�

町長提案理由の説明

（୯Ґɿ万円）

　　私は町政を進めるにあたり「安全・安心な生活環境の実
現」「地域資源を活かした産業の振興」「次代を担う若者・子
育て世代の支援」の３つを柱として取組んで参りました。令
和８年度はこの３つの柱と総合計画に掲げる４つのプロジェ
クト「産業振興と雇用拡大、移住・定住・交流促進、みんな
で子育て応援、健康づくりと支えあい」を総合的かつ戦略的
に展開して参ります。施策を着実に推進する必要がある中で、
物価高騰、労務単価や人件費の上昇による経費の増加、自然
災害に備えた防災力の強化など、多額の財政需要が生じてお
りますが、重点事業に最優先に予算配分を行いながら、持続
可能な財政運営に配慮し、町民福祉の向上を目指して取組んで参ります。

ʢ令和８年度ͷ֓ۀࣄཁʣ
⃝防災…………災害などの非常時に対策本部となる役場庁舎に非常用発電装置を設置

⃝移住定住……国が検討を進めている「ふるさと住民登録制度」に向けた町独自の事業を検討
⃝ＪＲ只見線…駅舎、駅前周辺の地域活性化の素案をつくり、ＪＲ東日本・福島県と構想を進める
⃝地熱発電、系統用蓄電事業
　…………………複数事業者から問合せがあり、条件等整理し条例化を進める
⃝農業…………農地集積、集約化のモデルとして田沢地区で畦畔除去による区画面積拡大事業実施

【産業振興と雇用拡大プロジェクト】
⃝農業経営支援事業�

　農業用機械購入補助事業�

⃝特定地域づくり事業協同組合支援事業� 1,900

⃝地域おこし協力隊事業� 3,500

【移住・定住・交流プロジェクト】
⃝川口高校地域みらい留学事業� 3,721

⃝定住促進事業� 2,521

⃝ふるさと情報発信事業� 702

⃝ふるさと住民登録事業（新規）� 790

【みんなで子育て応援プロジェクト】
⃝妊婦・出産・育児支援事業� 669

⃝保育所運営事業� 7,321

⃝複式学級緩和及び特別支援事業� 2,082

⃝教育家庭支援事業� 969

【健康づくりと支えあいプロジェクト】
⃝住民健診事業� 1,215

⃝人間ドック事業� 118

⃝予防接種事業� 977

⃝除雪対策事業� 1,600

1,143

6
5
7
4
8
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●
当
初
予
算
（
議
案
審
議
）

一
般
会
計
：
歳
入

一
般
会
計
：
歳
出

地
方
交
付
税
増
額

問

国
は
地
方
交
付
税
を
基

本
的
に
減
ら
す
方
向
で
と
承

知
し
て
い
る
が
、
数
年
見
込

み
額
が
増
え
て
い
る
。
増
額

の
理
由
は
。

答

総
務
課
長

地
方
交
付

税
法
で
定
め
ら
れ
た
割
合
で

交
付
税
の
総
額
が
決
ま
る
。

総
額
に
対
し
普
通
地
方
交
付

税
94
％
。
特
別
地
方
交
付
税

６
％
が
各
自
治
体
に
交
付
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
を
様
々
な
算

出
根
拠
に
よ
り
積
算
し
、
普

通
地
方
交
付
税
は
昨
年
度
よ

り
４
，
６
０
０
万
円
多
い
15

億
４
，
０
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
積
算
に
当
た
っ

て
は
、
か
な
り
堅
い
数
字
で

見
積
も
っ
て
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
、標
準
課
税

問

固
定
資
産
税
５
億
３
万

円
。
地
方
税
で
の
標
準
課
税

１
・
４
％
を
超
え
た
１
・
７

％
で
の
課
税
の
理
由
は
。

答

住
民
課
長

福
祉
の
向

上
の
方
に
用
い
て
い
る
。

問

単
な
る
財
源
確
保
で
は

な
く
、
福
祉
の
向
上
と
い
っ

た
政
策
目
的
の
た
め
で
あ
れ

ば
、
町
の
課
題
が
人
材
確
保

で
移
住
定
住
の
方
向
に
向
か

っ
て
い
る
。
移
住
定
住
の
政

策
目
的
に
使
う
考
え
は
。

答

町
長

移
住
定
住
の
部

分
で
も
財
源
を
ひ
ね
り
出
し

支
援
し
て
き
た
。
超
過
分
を
充

て
る
財
源
の
充
当
に
つ
い
て
、

予
算
編
成
で
整
理
す
る
必
要

が
あ
り
検
討
し
て
行
き
た
い
。

固
定
資
産
税
、滞
納
繰
越

問

滞
納
繰
越
分
50
万
円
計

上
。
年
度
末
の
繰
越
額
総
額

は
。
そ
の
収
納
対
策
は
。

答

住
民
課
長

最
終
的
に

は
２
５
７
万
円
程
度
。
納
付

誓
約
書
に
よ
る
納
付
。
不
履

行
の
場
合
は
預
金
の
差
押
え

な
ど
に
な
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税

問

収
入
見
込
み
１
，
４
０

委嘱を受けた４名の隊員

０
万
円
。
達
成
す
る
た
め
の

工
夫
は
。

答

企
画
課
長

町
に
と
っ

て
貴
重
な
財
源
。
Ｐ
Ｒ
に
努

め
町
を
知
っ
て
も
ら
い
、
返
礼

品
が
大
き
な
魅
力
で
あ
り
新

た
な
返
礼
品
の
開
発
も
行
っ

て
い
く
。

で
い
る
施
設
が
何
カ
所
か
あ

る
。
活
用
方
法
は
。

答

商
工
観
光
課
長

各
施

設
十
分
と
は
言
え
な
い
が
活

用
し
て
い
る
。

問

若
者
交
流
セ
ン
タ
ー
、

数
年
前
屋
根
塗
装
し
多
額
の

経
費
を
か
け
て
い
る
。
民
間

の
利
活
用
募
集
い
つ
ま
で
す

る
の
か
。

答

商
工
観
光
課
長

今
の

と
こ
ろ
使
い
道
が
な
い
状
態

で
、
受
取
り
先
が
な
い
時
は

解
体
撤
去
に
な
る
と
思
う

が
、
そ
の
年
限
は
決
ま
っ
て

い
な
い
。

問

若
者
交
流
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
早
く
方
向
性
を
決
め

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答

町
長

譲
渡
又
は
賃
貸

を
含
め
、
も
う
１
回
公
募
を

し
た
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

問

関
連
経
費
３
，
５
０
０

万
円
。
活
動
先
、
受
け
入
れ

先
団
体
の
選
定
の
仕
方
、
選

び
方
は
。

答

企
画
課
長

町
担
当
課

か
ら
欲
し
い
人
材
の
要
望
を

受
け
募
集
を
行
う
。
受
け
入

れ
先
は
担
当
課
で
選
定
し
て

い
る
。

問

民
間
か
ら
の
募
集
は
可

能
か
。

答

企
画
課
長

制
度
上
も

可
能
だ
と
考
え
る
。

答

総
務
課
長

か
ね
や
ま

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
活
用
を
お

願
い
し
た
い
。

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

問

委
託
料
１
０
６
万
円
。

加
入
者
数
と
目
標
人
数
は
。

答

企
画
課
長

３
月
１
日

現
在
５
１
０
人
。
目
標
は
９

０
０
人
。

季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種

問

委
託
料
１
８
１
万
円
。

高
用
量
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
の
対
応
は
。

答

保
健
福
祉
課
長

詳
細

が
決
ま
り
次
第
補
正
予
算
で

対
応
す
る
。
自
己
負
担
は
２

千
円
程
度
の
考
え
。

放
任
果
樹
伐
採

問

委
託
料
２
４
０
万
円
。

委
託
先
と
伐
採
ま
で
の
流
れ

は
。

答

農
林
課
長

特
殊
な
伐

採
以
外
は
全
て
町
内
事
業
者

で
対
応
。
各
行
政
区
長
を
通

じ
て
要
望
調
査
を
行
い
実
施

し
て
い
る
。

返礼品第１位「天然炭酸の水」

利用の少ない若者交流センター（太郎布）

問

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

で
返
礼
品
は
物
だ
け
で
な

く
、
体
験
な
ど
を
返
礼
品
に

し
て
い
る
自
治
体
も
増
え
て

い
る
が
検
討
は
。

答

企
画
課
長

現
時
点
で

申
込
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体
験

メ
ニ
ュ
ー
の
検
討
は
し
て
い

る
が
、整
理
で
き
て
い
な
い
。

遊
休
施
設
の
活
用
方
法

問

農
業
実
習
館
、
生
活
体

験
館
、
自
然
教
育
村
会
館
、

若
者
交
流
セ
ン
タ
ー
そ
れ
ぞ

れ
に
使
用
料
が
計
上
。
休
ん

会
津
バ
ス
大
芦
線
運
行

問

バ
ス
運
行
負
担
金
９
８

０
万
円
。
９
月
末
で
撤
退
。

そ
の
後
の
代
替
は
。
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柳津町の移動投票所

前回の町議選掲示板

町
長
・
町
議
会
議
員

補
欠
選
挙

問

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
設
置

撤
去
費
96
万
円
。
設
置
の
数

は
。

答

総
務
課
長

現
在
69
ケ

所
に
設
置
し
予
算
計
上
し
て

い
る
。

問

冬
の
衆
議
院
選
挙
の
時

は
22
ケ
所
に
減
ら
さ
れ
た
が
、

人
口
、
集
落
も
減
る
中
、
見

直
し
も
必
要
と
考
え
る
が
。

答

総
務
課
長

数
、
場
所

は
選
挙
管
理
委
員
会
で
決
定

さ
れ
ま
す
。
ご
意
見
は
お
伝

え
す
る
。

問

人
口
減
少
、
集
落
の
状

況
等
を
含
め
、
見
直
し
を
図

る
べ
き
と
思
う
が
。

答

総
務
課
長

冬
の
衆
議

院
選
挙
の
時
、
３
か
所
の
投

票
所
を
変
え
る
特
例
措
置
を

適
用
し
た
。
今
後
選
挙
管
理

委
員
会
で
協
議
し
、
地
元
区

長
等
の
意
見
を
い
た
だ
き
、

削
減
を
進
め
た
い
考
え
で
す
。

問

移
動
投
票
所
の
考
え
は
。

答

総
務
課
長

選
挙
管
理

委
員
会
で
も
検
討
は
し
ま
し

た
。
柳
津
町
で
実
施
し
て
お

り
状
況
を
確
認
。
雨
の
日
の

対
応
、
車
へ
の
乗
降
な
ど
高

齢
者
に
あ
ま
り
評
判
が
良
く

な
い
時
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

特
定
地
域
づ
く
り

事
業
協
同
組
合

問

補
助
金
１
，
９
０
０
万

円
。
町
の
担
い
手
不
足
の
解

消
、
移
住
定
住
し
か
り
総
合

的
に
大
変
有
効
な
組
合
で
あ

る
。
町
の
支
援
の
在
り
方
に

つ
い
て
。

答

商
工
観
光
課
長

大
変

有
効
な
事
業
組
合
で
あ
る
と

認
識
し
、
全
面
的
に
協
力
し

て
い
き
た
い
。
町
へ
の
派
遣

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

白
河
―
奥
会
津
広

域
連
携
事
業
実
行

委
員
会

問

負
担
金
20
万
円
。
新
規

事
業
で
事
業
内
容
と
期
待
す

る
も
の
は
。

答

商
工
観
光
課
長

白
河

周
辺
の
市
町
村
と
奥
会
津
の

広
域
連
携
を
進
め
、
国
道
２

８
９
号
、
４
０
０
号
に
観
光

客
を
呼
び
込
も
う
と
す
る
事

業
。
５
月
に
協
議
会
発
足
予

定
で
詳
細
は
今
後
決
定
す
る

も
の
。

中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
事
業
・
多
面
的

機
能
支
払
事
業

問

２
事
業
で
１
，
３
７
１

万
円
の
補
助
金
。
広
域
事
業

体
の
取
り
組
み
で
、
集
落
内

の
草
刈
等
で
役
立
っ
て
い
る
。

地
区
の
割
り
当
て
予
算
が
不

足
に
な
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

答

農
林
課
長

配
分
枠
を

超
え
た
地
区
に
対
し
、
配
分

枠
の
融
通
を
速
や
か
に
行
え

る
よ
う
町
か
ら
申
し
入
れ
を

し
た
い
。

温
泉
分
析

問

手
数
料
21
万
円
。
せ
せ

ら
ぎ
荘
大
黒
湯
は
当
初
の
遊

離
二
酸
化
炭
素
が
少
な
く
な
り

「
療
養
炭
酸
泉
」の
表
示
が
で
き

な
い
状
況
に
あ
る
。
温
泉
分
析

を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

答

商
工
観
光
課
長

令
和

７
年
度
は
毎
月
検
査
を
実

施
。
今
年
度
は
年
４
回
の
簡

易
計
測
と
１
回
の
全
項
目
検

査
を
予
定
。
令
和
７
年
度
は

４
月
の
９
１
０
㎎
が
最
高
で

１
，
０
０
０
㎎
以
上
に
な
ら

な
か
っ
た
。

※「
療
養
炭
酸
泉
」と
は
…

温
泉
水
１
リ
ッ
ト
ル
中
に
遊

離
二
酸
化
炭
素
を
１
，
０
０

０
㎎
以
上
含
む
も
の
。
炭
酸

泉
自
体
日
本
に
わ
ず
か
0.6
％

し
か
存
在
し
な
い
幻
の
温
泉

と
言
わ
れ
、
中
で
も
高
濃
度

で
水
温
が
比
較
的
高
い「
大

黒
湯
」は
日
本
で
も
希
少
な

温
泉
で
す
。

現
金
自
動
受
払
機
設
置

問

負
担
金
１
９
８
万
円
。

Ｊ
Ａ
の
機
械
で
毎
年
掛
か
る

の
か
。

答

商
工
観
光
課
長

Ｊ
Ａ

横
田
支
所
に
あ
る
限
り
負
担

が
生
じ
る
。
ま
た
、
紙
幣
切

替
な
ど
の
機
械
更
新
時
は
負

担
金
の
変
更
も
あ
る
。

公
民
館
活
動
の

方
向
性
に
つ
い
て

問

地
区
の
高
齢
化
、
集
落

の
維
持
が
難
し
い
中
、
実
情

に
あ
っ
た
多
様
な
意
見
を
取

り
入
れ
、
地
域
の
課
題
を
解

決
で
き
る
よ
う
な
公
民
館
活

動
の
方
向
性
に
来
て
い
る
の

で
は
。

答

教
育
次
長

２
年
間
公

民
館
長
を
置
か
ず
に
運
営
を

考
え
て
お
り
館
長
代
理
は
主

事
が
担
う
。
今
後
、
公
民
館

の
統
合
、
地
域
課
題
を
解
決

で
き
る
公
民
館
、
地
域
づ
く

り
に
つ
い
て
は
全
庁
的
に
相

談
し
対
応
し
て
い
く
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
発
行
事
業

問

委
託
料
４
，
３
６
６
万

円
。
複
数
年
プ
レ
ミ
ア
ム
率

25
％
。
事
業
効
果
の
検
証
を

町
あ
る
い
は
商
工
会
等
で
し

て
い
る
の
か
。

答

商
工
観
光
課
長

２
億

円
が
町
内
で
間
違
い
な
く
回
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
自
体
が

相
当
な
効
果
。
商
工
会
側
か

ら
町
へ
の
報
告
は
な
い
。

せせらぎ荘大黒湯の気泡（あわ）

問

投
票
管
理
者
等
報
酬
１

２
９
万
円
。
公
職
選
挙
法
上

の
町
に
お
け
る
投
票
所
の
設

置
箇
所
数
と
予
算
の
設
置
個

所
数
は
。

答

総
務
課
長

ど
ち
ら
も

22
ケ
所
で
す
。

■
人

事

◇
金
山
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

星

と
も
こ

（
土
倉
・
新
任
）

任
期
は
３
月
25
日
か
ら

３
年
間
。
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令和８年度当初予算　各議員の視点

移住定住促進、
文化財活用の

取り組みに期待

令
和
８
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
、
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
の
振
興
の
た
め
に
使
わ
れ
る
予
算
は
５
，

５
９
７
万
円
で
す
。
新
規
就
農
者
を
育
成
す
る
た
め

の
補
助
金
や
、
集
落
の
農
道
、
水
路
を
管
理
す
る
た

め
の
交
付
金
も
含
ま
れ
ま
す
。

法
人
、
集
落
営
農
組
織
、
認
定
農
業
者
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
認
識
し
町
の
宝
で
あ
る
農
地
を
守
り
、

次
世
代
へ
繋
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
！（
安
藤

雅
朗
）

予算決定は
ゴールではなく、
町民の皆さんの
笑顔へつなげる
スタートライン

農業振興費
５，５９７万円の
適切な執行を！

新
年
度
の
予
算
を
中
心
に
、
町
の
こ
れ
か
ら
に
つ

い
て
大
切
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
移

住
の
サ
ポ
ー
ト
や
只
見
線
の
守
り
方
な
ど
、
一
歩
踏

み
込
ん
だ
具
体
策
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

予
算
が
決
ま
っ
た
今
は
、
ま
だ「
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
」に
立
っ
た
ば
か
り
。
こ
の
予
算
が
皆
さ
ん
の
笑

顔
や
安
心
の
た
め
に
正
し
く
、
そ
し
て
早
く
届
け
ら

れ
る
よ
う
、
私
た
ち
議
員
も
し
っ
か
り
と
見
守
り
、

共
に
歩
ん
で
い
く
責
任
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

（
加
藤

夕
子
）

「
若
者
移
住
・
定
住
促
進
条
例
」が
制
定
さ
れ
、
45

歳
以
下
の
若
者
や
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
が
拡
充
し

て
い
き
そ
う
で
す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
奥
会
津

か
ね
や
ま
福
業
協
同
組
合
な
ど
仕
事
づ
く
り
へ
の
支

援
、
空
き
家
対
策
と
併
せ
、
各
分
野
で
今
を
支
え
、

次
代
を
担
う
人
材
の
台
頭
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み
が
加

速
し
始
め
た
こ
と
に
も
注
目
で
す
。

本
年
度
も
全
員
プ
レ
ー
で
町
の
未
来
を
共
に
考
え
、

つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

（
大
竹

一
樹
）

守りの
町政からの

脱却に
期待したい。

住民が主役の
町づくりを

予算審議で
答弁が

食い違い。
「どっちが
本当なの？」

※イラストはAI で生成しました。

昨
今
の
経
済
状
況
が
厳
し
い
中
で
の
、
町
民
へ
の

様
々
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
応
え
る
為
の
予
算
編
成
に

は
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
や
多
く
の
課

題
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
町
政
運
営
の
堅
実
な

執
行
を
評
価
し
賛
成
致
し
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
こ
の

町
の
未
来
に
、
大
胆
な
運
営
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
基
金
の
積
み
立
て
だ
け
で
は
な

く
、
町
政
自
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
町
民
の
皆
様
に
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
へ
の
支
援
が
で
き
る
町
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
坂
内

譲
）

予
算
審
議
は
町
の
お
金
の
使
い
道
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
重
要
な
場
で
す
。「
特
定
の
団
体
に
有
利
で
は
な
い

か
」と
い
う
疑
念
が
生
じ
、
町
民
へ
の
説
明
が
難
し

い
予
算
が
あ
る
の
に
、
執
行
側
が
論
点
を
そ
ら
し
た

り
逃
げ
の
答
弁
を
し
た
り
、
副
町
長
と
担
当
課
長
の

答
弁
が
食
い
違
う
と
、
内
部
で
十
分
な
議
論
が
あ
っ

た
の
か
疑
念
が
生
じ
、「
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
な

い
」「
ご
ま
か
し
て
い
る
」と
受
け
止
め
ら
れ
、
不
信

感
に
つ
な
が
り
ま
す
。

（
栗
城

康
太
郎
）

本
名
・
沼
沢
・
横
田
の
３
公
民
館
に
館
長
を
置
か

ず
公
民
館
主
事
が
今
後
の
公
民
館
の
あ
り
方
を
模
索

す
る
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

地
区
公
民
館
単
位
で
町
民
が
主
体
と
な
り
、
地
域

課
題
の
共
有
と
そ
れ
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
人
材
の

育
成
を
目
標
と
し
た
社
会
教
育
」の
充
実
に
期
待
し

た
い
。

（
横
田

正
敏
）
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件　　名 議決
結果

大竹
一樹

安藤
雅朗

加藤
夕子

坂内
譲

栗城
康太郎

横田
正敏

五ノ井
義一

■第２回定例会（３月定例会）　令和８年３月６日～１２日開催

令和８年度金山町一般会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇

議
長
は
採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん

令和８年度金山町国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和８年度金山町介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和８年度金山町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和８年度金山町簡易水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和８年度金山町下水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和７年度金山町一般会計補正予算（第８号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

金山町若者移住・定住促進条例の制定につい
て（若者の移住・定住を促進するため基本理
念や関係者の役割を明記し、若者の定義を年
齢が18歳以上45歳未満と定めた。）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

金山町乳児等通園支援事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例の制定について
（こども誰でも通園制度で、親の就労条件を
問わず未就園児を受け入れる事業。詳細は広
報かねやま４月号に掲載）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

金山町総合計画後期基本計画の制定について
（金山町総合基本計画基本構想に基づく令和
８年度～12年度の５年間の基本計画の策定）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

金山町固定資産評価審査委員会委員の選任に
関する同意について 同意 無記名投票による採決（賛成６票・反対０票）

（追加提出議案）
金山町長等の給与及びその他の給付に関する
条例の一部改正について（職員の懲戒処分「不
適切な事務処理」の責任を取るため、４月支給
給料月額の町長20％、副町長10％を減額する。）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

※議長は、採決に加わりません（賛否が同数の場合には議長が採決します）
※賛成「○」　反対「×」

˙ٞҊ౳৹ٞ݁Ռ一ཡ（一部を掲載しました。）

議員との懇談会
「おらほの議員としゃべってみませんかの会」開催しませんか
金山町議会議員は、令和５年１２月に改選されました。
７名（欠員1名）の議員の当選回数も１～２回と少なく、議員の平均年齢も５５歳と比較的「フレッ
シュ」な議会となっています。
そこで　◦高齢化率の高い町での町づくり、地域づくり
　　　　◦若者が少ない町での町づくり、地域づくり
　　　　◦持続な可能な町づくり、地域づくり
　　　　◦日頃考えている提案、アイデア　などについて
皆さまからのご意見、ご要望をお聞きするため、議員が出向いての「おらほの議員としゃべってみ
ませんかの会」の開催を計画いたしました。開催を希望される地区・事業所・団体等の担当者の方は、
金山町議会事務局（tel 54-5341　fax 54-5345）までご連絡願います。 
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↑動画配信は
　こちらから

↑会議録は
　こちらから

（金山町ホームページ画面）

議会会議録
について

議会だよりでは一般質問について紙面の都合によりすべてを掲載できません。
ホームページには全文記載されています。是非、ご覧ください。

議会会議録・一般質問動画（録画）
町公式ホームページ掲載のお知らせ

暮らしの情報＞ 金山町議会＞ 目次 議会会議録 令和８年議会会議録

（金山町ホームページ画面）

一般質問の動
画配信（録画）
について

各議員（質問者）ごとに動画を見ることができます。一般質問の時間は５０分です。本会議
での質問、答弁をそのまま配信しています。是非、ご覧ください。

暮らしの情報＞ 金山町議会＞ 目次 議会動画配信 令和８年一般質問

一般質問 ― 金山町の
ここが聞きたい ―

氏名（登壇順） 質問事項

１　安藤　雅朗
（１０ページ）

・町の農業施策について
・町の補助金事業について　

２　坂内　譲　
（１１ページ）

・只見線が再開通したことでの効果と不安要素について
・町が所有している施設等の有効活用は出来ていますか

３　横田　正敏
（１２ページ）

・町長の政治姿勢について

４　大竹　一樹
（１３ページ）

・良い取り組みを伸ばし、移住定住増へ

５　栗城　康太郎
（１４ページ）

・金山町ごみ減量実施計画について
・安心・安全な生活環境づくりについて

６　加藤　夕子
（１５ページ）

・�只見線運休時の代替輸送体制の不備と、地域経済・住
民生活への影響について

・�定住促進のあり方と、一過性のイベントから「持続可
能な仕組み」への転換について

○一般質問とは…�各議員が本会議で町の一般事務や町の将来に対する方針などについて質問する
ことで、「一問一答方式」により行います。

　　　　　　　　質問者一人につき、答弁の時間も含め５０分以内としております。
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町
の
農
業
施
策
に
つ
い
て

次
代
を
担
う
農
業
者
確
保
に
い
た
っ
て
い
な
い
︱
町
長

の
本
体
支
援
に
加
え
、
規
模

拡
大
を
し
た
場
合
初
年
度
に

限
り
５
万
円
を
加
算
す
る
。

ま
た
、
田
沢
地
区
を
モ
デ
ル

と
し
て
農
地
の
集
積
・
集
約

を
図
る
。

問

農
地
を
守
る
た
め
に

「
奥
会
津
金
山
大
自
然
」は

不
可
欠
な
組
織
だ
が
、
現
在

の
経
営
状
況
を
ど
う
捉
え
て

い
る
か
。
ま
た
、
奥
会
津
金

山
大
自
然
だ
け
に
条
件
不
利

地
の
所
得
補
償
的
な
補
助
を

出
す
の
は
、
一
般
農
家
と
の

公
平
性
に
欠
け
る
の
で
は
な

い
か
。

答

町
長

奥
会
津
金
山
大

自
然
は
農
地
保
全
に
必
要
不

可
欠
だ
が
、
担
い
手
不
足
や

条
件
の
悪
い
農
地
の
受
託
な

ど
課
題
も
多
い
。
支
援
の
あ

り
方
は
柔
軟
に
見
直
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
一
般
農
家

の
条
件
不
利
地
へ
の
支
援
に

つ
い
て
は
現
在
研
究
中
で
あ

り
、
令
和
８
年
度
当
初
予
算

に
は
計
上
し
て
い
な
い
。

問

人
手
不
足
で
負
担
と
な

っ
て
い
る
地
区
の
共
同
作
業

（
草
刈
り
や
鳥
獣
害
対
策
）に

対
し
、
町
独
自
の
活
動
手
当

を
交
付
で
き
な
い
か
。

答

町
長

令
和
８
年
度
予

算
へ
の
計
上
は
な
い
が
、
集

落
ご
と
の
状
況
調
査
を
行
い
、

既
存
の
交
付
金
制
度
の
有
効

活
用
を
含
め
情
報
収
集
に
努

め
る
。
電
気
柵
の
見
回
り
等

の
管
理
費
に
つ
い
て
も
、
今

後
の
参
考
と
し
た
い
。

問

近
年
続
く
猛
暑
や
水
不

足
に
対
し
、
新
年
度
予
算
で

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

昨
年
ポ
ン
プ
を
使
え
な
か
っ

た
地
区
へ
の
対
策
は
あ
る
か
。

答

町
長

渇
水
に
よ
る
農

業
被
害
が
発
生
し
た
場
合
は

各
地
区
の
実
情
に
合
っ
た
支

援
を
行
う
。
ま
た
、
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
を

活
用
し
、
ポ
ン
プ
管
理
の
人

件
費
も
対
象
と
す
る
。
抜
本

的
な
解
決
は
難
し
い
が
、
水

源
確
保
が
困
難
な
地
域
に
つ

い
て
は
畑
作
へ
の
転
換
支
援

な
ど
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
農
業
用
施
設
に
お
い

て
も
用
水
路
の
漏
水
や
取
水

口
の
修
繕
、
土
砂
撤
去
の
た

め
の
重
機
貸
し
出
し
な
ど
、

用
水
確
保
の
た
め
の
予
算
を

計
上
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問

高
温
に
強
い
品
種
の
導

入
な
ど
、
県
の
情
報
は
あ
る

か
。

答

農
林
課
長

福
島
県
が

独
自
に
進
め
て
い
る
高
温
耐

性
を
持
つ
独
自
品
種
に
つ
い

て
、
遠
く
な
い
段
階
で
県
内

農
家
へ
供
給
が
進
む
よ
う
進

め
ら
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
い

る
。

議
員
の
ひ
と
言

農
は
国
の
本
な
り
。
食
べ
る

こ
と
生
き
る
こ
と
で
す
。

問
「
地
域
計
画
」
に
基
づ

き
将
来
の
農
地
利
用
を
ど
う

描
い
て
い
る
か
。
ま
た
、
担

い
手
へ
の
集
約
化
を
促
進
す

る
た
め
の
新
年
度
予
算
の
考

え
方
は
。

答

町
長

令
和
７
年
３
月

末
に
計
画
を
策
定
し
た
が
、

農
地
集
約
に
前
進
的
な
の
は

33
集
落
中
１
カ
所
に
留
ま
っ

て
い
る
。新
年
度
予
算
で
は
、

新
た
に「
水
田
の
経
営
規
模

拡
大
加
算
」を
設
け
、
10
ア

ー
ル
あ
た
り
３
，
０
０
０
円

有効利用されている中山間地域等直接支払事業補助金
多面的機能支払事業交付金と併せ十分な支援を

地域づくりには欠かせません

問

補
助
金
適
正
化
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
よ
り
新
年
度
予
算

で
公
益
性
、
公
平
性
、
有
効

性
、
公
正
性
、
適
格
性
の
措

置
に
つ
い
て
伺
う
。

答

町
長

新
年
度
に
向
け

５
つ
の
視
点
を
基
に
可
能
な

範
囲
で
補
助
金
の
整
理
を
し

た
。
一
方
で
そ
の
時
代
の
課

題
解
決
に
資
す
る
た
め
、
政

策
的
判
断
で
補
助
率
の
上
乗

せ
、
補
助
対
象
経
費
の
拡
大

等
の
措
置
を
と
り
な
が
ら
、

よ
り
効
果
的
、
効
率
的
な
事

業
展
開
を
図
っ
て
行
く
。

町
の
補
助
金
事
業
に
つ
い
て

政
策
的
な
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
︱
町
長

安
あん

藤
どう

雅
まさ

朗
あき

議員の
一般質問
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只
見
線
が
再
開
通
し
た
こ
と
で
の
効
果
と
不
安
要
素
に
つい
て

地
域
活
性
化
に
重
要
︱
町
長

１事業者が事務所にしている自然教育村会館
昭和６１年から４０年に亘り弥平民具が展示

早期の施設の利活用を（玉梨地区）

坂
ばん

内
ない

譲
ゆずる

議員の
一般質問

ど
町
民
が
移
動
に
利
用
す
る

大
切
な
交
通
機
関
で
あ
り
、

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
観

光
資
源
と
し
て
も
重
要
な
役

割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
町
で

把
握
し
て
い
る
利
用
者
の
約

９
割
が
観
光
客
で
、
近
年
は

台
湾
を
始
め
と
す
る
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
が
多
く
来
訪
さ
れ
て

い
ま
す
。
集
客
力
を
持
つ
只

見
線
を
観
光
面
か
ら
活
用
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
本
年

４
月
か
ら
は「
ふ
く
し
ま
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」が
始
ま
り
ま
す
。

今
後
も
、「
地
方
創
生
路
線
」

と
し
て
只
見
線
の
Ｐ
Ｒ
・
情

報
発
信
に
努
め
、
地
域
活
性

化
に
繋
が
る
活
用
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

問

交
通
弱
者
の
人
達
の
た

め
の
対
策
は
。

答

町
長

病
院
に
通
院
で

す
と
、
県
立
宮
下
病
院
、
会

津
若
松
市
の
会
津
中
央
病
院

そ
れ
ぞ
れ
通
院
バ
ス
を
出
し

て
お
り
家
の
近
く
か
ら
病
院

ま
で
利
用
で
き
、
ま
た
、
川

口
高
校
へ
の
通
学
者
も
そ
れ

ぞ
れ
減
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

町
民
の
方
に
利
用
し
て
頂
き

た
い
。

問
③

只
見
線
の
冬
期
間
の

運
行
に
つ
い
て
。

答

町
長

昨
年
も
豪
雪
の

影
響
で
こ
れ
ま
で
経
験
の
な

い
長
期
間
で
の
運
転
見
合
わ

せ
が
続
き
、
本
年
も
会
津
川

口
～
只
見
間
が
約
１
カ
月
間

運
転
見
合
わ
せ
で
し
た
。

会
津
川
口
～
只
見
間
は
福

島
県
が
施
設
等
を
保
有
し
、

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

が
運
行
を
行
う
上
下
分
離
方

式
で
す
が
、
町
も
沿
線
市
町

村
と
連
携
し
、
引
続
き
Ｊ
Ｒ

東
日
本
や
福
島
県
に
冬
季
間

の
安
全
で
安
定
し
た
運
行
、

防
雪
・
除
雪
設
備
の
整
備
、

除
雪
等
に
伴
う
運
休
時
の
代

行
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
①

金
山
町
か
ら
見
て
の

只
見
線
の
位
置
づ
け
に
つ
い

て
。

答

町
長

令
和
４
年
10
月

に
全
線
運
転
再
開
と
な
り
、

福
島
県
、
会
津
地
域
、
そ
し

て
沿
線
地
域
の
活
性
化
を
図

る
う
え
で
非
常
に
重
要
な
路

線
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

問
②

只
見
線
の
役
割
と
そ

の
活
性
に
つ
い
て
。

答

町
長

通
院
や
通
学
な

問

今
後
も
増
え
続
け
て
い

く
、
町
所
有
の
施
設
の
有
効

活
用
を
ど
の
様
に
考
え
て
い

ま
す
か
。

答

町
長

自
然
教
育
村
会

館
や
あ
す
な
ろ
館
、
旧
横
田

小
学
校
な
ど
、
当
初
の
目
的

を
終
え
た
施
設
等
は
、
可
能

な
限
り
有
効
活
用
を
図
っ
て

い
き
た
い
考
え
で
す
。

自
然
教
育
村
会
館
は
、
令

和
５
年
度
予
算
で
修
繕
及
び

改
修
予
算
を
計
上
し
、
歴
史

や
文
化
を
次
世
代
に
継
承
す

る
た
め
の
交
流
施
設
と
し
て

整
備
を
図
る
考
え
で
し
た
が
、

具
体
的
な
活
用
方
法
を
示
す

こ
と
が
で
き
ず
、
現
在
、
計

画
の
見
直
し
を
図
っ
て
い
ま

す
。
中
川
の
宮
崎
遺
跡
の
保

管
・
展
示
で
、
横
田
小
学
校

跡
地
の
利
活
用
を
含
め
、
文

化
財
の
保
存
・
活
用
に
つ
い

て
事
業
計
画
の
見
直
し
が
必

要
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
い

ま
す
。

あ
す
な
ろ
館
は
、
民
間
事

業
者
に
貸
与
す
る
方
向
で
し

た
が
応
募
者
が
な
く
、
活
用

方
法
を
模
索
し
て
お
り
ま
す
。

旧
横
田
小
学
校
は
、
跡
地

の
利
活
用
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

に
参
加
表
明
が
あ
り
、
今
後

企
画
提
案
書
の
内
容
を
審
査

し
利
活
用
に
繋
げ
て
ま
い
り

ま
す
。

議
員
の
ひ
と
言

「
巧
遅
は
拙
速
に
如
か
ず
」今

の
金
山
に
は
行
動
あ
る
の
み

町
が
所
有
し
て
い
る
施
設
等
の
有
効
活
用
は
出
来
て
い
ま
す
か

可
能
な
限
り
図
っ
て
い
く
︱
町
長
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農地の集積、集約化を進める畦畔除去事業
モデル地区として田沢地区から進め
町内での事業拡大に取り組む

町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
し
ま
す
︱
町
長

け
た
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

関
係
人
口
を
可
視
化
し
、
地

域
の
担
い
手
や
活
性
化
な
ど

に
繋
げ
る
仕
組
み
と
し
て
創

設
さ
れ
る
も
の
と
理
解
し
て

い
る
。
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
、
本
年
度
末
ご
ろ
と
思
わ

れ
る
が
、
可
能
な
限
り
情
報

を
集
め
、
制
度
活
用
に
向
け

た
取
組
み
を
進
め
る
た
め
、

令
和
８
年
度
に
予
算
計
上
し

ま
し
た
。

問

町
か
ら
都
会
へ
移
り
住

ん
だ
方
々
は
、
関
係
人
口
と

捉
え
る
か
。

答

町
長

当
然
入
り
ま
す

し
、
町
に
住
み
た
い
、
関
わ

り
を
持
ち
た
い
方
大
歓
迎
で

す
。

問

こ
の
方
々
と「
ふ
る
さ

と
住
民
登
録
制
度
」を
何
か

結
び
つ
け
る
こ
と
は
。

答

町
長

可
能
で
あ
り
、

東
京
金
山
会
、
県
立
川
口
高

校
首
都
圏
同
窓
会
な
ど
集
ま

り
の
機
会
に
町
へ
の
応
援
に

つ
い
て
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

問
②

自
給
率
が
低
く
食
糧

危
機
が
心
配
、
食
の
自
立
に

向
け
た
農
業
再
編
に
つ
い
て
。

答

町
長
「
食
の
自
立
」

に
向
け
た
農
業
再
編
は
特
に

難
し
い
課
題
で
す
。
中
山
間

地
域
で
、
全
て
の
農
地
を
維

持
す
る
の
は
困
難
な
状
況
で
、

条
件
に
応
じ
て
機
能
別
に
区

分
し
、
生
産
性
に
重
点
を
置

い
た
比
較
的
条
件
の
良
い
農

地
に
つ
い
て
、
畦
畔
除
去
を

行
う
な
ど
耕
作
条
件
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
を

推
進
し
ま
す
。

問

町
独
自
の
政
策
が
必
要
。

用
水
確
保
と
畦
畔
除
去
に
よ

る
土
地
改
良
事
業
。
残
す
べ

き
農
地
を
集
約
し
、
作
業
し

や
す
く
、
美
味
し
い
米
づ
く

り
を
目
指
す
こ
と
が
大
事
で

は
。

答

町
長

新
年
度
ま
ず
は

田
沢
地
区
で
土
地
改
良
を
進

め
ま
す
。

問
③

金
山
町
を
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
町
に
そ
し
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
応
援
す
る
町
に
変
え

て
欲
し
い
が
。

答

町
長

町
で
は
総
合
計

画
基
本
計
画
な
ど
を
策
定
し
、

２
０
５
０
年
に
人
口
１
，
０

０
０
人
程
度
と
い
う
目
標
を

設
定
し
て
い
ま
す
。
各
分
野

で
の
施
策
を
通
し
、
目
標
達

成
に
向
け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

続
け
ま
す
。
ま
た
、
担
い
手

不
足
な
ど
の
困
難
な
状
況
で

も
、
地
区
や
地
域
を
よ
り
良

く
す
る
た
め
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
取
り
組
み
に
は
、
町
も
積

極
的
に
応
援
し
て
い
く
考
え

で
す
。

財
源
や
マ
ン
パ
ワ
ー
と
い

う
一
定
の
制
約
は
あ
り
ま
す

が
、
事
業
の
効
果
を
見
極
め

つ
つ
知
恵
を
出
し
合
い
な
が

ら
、
人
口
減
少
対
策
と
い
う

難
題
に
対
し
て
官
民
一
体
と

な
っ
て
挑
戦
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

問

金
山
町
の
敵
は
あ
き
ら

め
の
敵
と
無
関
心
の
敵
で
は

と
思
っ
て
い
ま
す
。
努
力
し

な
い
よ
り
は
、
失
敗
し
て
も

取
り
組
ん
だ
方
が
良
い
。
何

も
し
な
い
の
が
良
く
な
い
と

思
う
。
物
事
に
失
敗
し
て
も

良
い
か
ら
取
り
組
ん
で
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
町
に
変
え
て
ほ

し
い
が
。

答

町
長

チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
金
山
、異
存
あ
り
ま
せ
ん
。

町
も
応
援
し
持
続
可
能
な
自

治
体
に
し
た
い
思
い
で
す
。

問
④

こ
の
10
月
に
任
期
満

了
を
迎
え
る
が
進
退
に
つ
い

て
。

答

町
長

ま
ず
は
、
残
さ

れ
た
任
期
を
ま
っ
と
う
し
た

い
と
い
う
思
い
と
、
今
後
ス

タ
ー
ト
す
る
新
年
度
予
算
に

掲
げ
た
事
業
を
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
着
実
に
進
め
、
そ

の
進
捗
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
出
処
進
退
に
つ
い
て

は
、
適
切
な
時
期
に
判
断
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員
の
ひ
と
言

早
め
に
進
退
を
表
明
し
新
人

の
出
馬
を
促
す
こ
と
も
大
切

で
は

町
長
と
し
て
２
期
目
の
最

終
年
度
を
迎
え
、
町
づ
く
り

の
方
向
性
や
考
え
方
に
つ
い

て
伺
う
。

問
①

担
い
手
不
足
が
町
政

の
最
大
課
題
に
な
っ
て
い
る

が
、
関
係
人
口
を
地
域
づ
く

り
の
担
い
手
に
す
る
取
り
組

み
は
。

答

町
長

国
は
、
地
方
へ

の
人
の
流
れ
を
創
出
・
拡
大

す
る
た
め
、「
ふ
る
さ
と
住

民
登
録
制
度
」の
創
設
に
向

横
よこ

田
た

正
まさ

敏
とし

議員の
一般質問
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良
い
取
り
組
み
を
伸
ば
し
、
移
住
定
住
増
へ

移
住
定
住
さ
れ
る
方
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
︱
町
長

答

企
画
課
長

極
力
隊
員

の
方
と
寄
り
添
っ
て
サ
ポ
ー

ト
を
充
実
さ
せ
た
い
。
多
く

な
る
と
対
応
が
難
し
い
の
で
、

あ
る
程
度
人
数
を
絞
っ
て
い

る
。

問

町
長
や
副
町
長
の
直
属

で
協
力
隊
を
募
集
し
て
、
町

の
課
題
に
柔
軟
、
分
野
横
断

的
に
対
応
し
て
い
た
だ
く
考

え
は
な
い
か
。

答

町
長

そ
の
よ
う
な
考

え
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。

３
年
間（
任
期
）の
中
で
自
立

で
き
る
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

問

カ
ス
ミ
ソ
ウ
の
協
力
隊

は
定
住
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

稼
ぐ
モ
デ
ル
が
ま
だ
な
い
農

産
物
、林
業
２
つ
の
分
野
も
、

受
け
入
れ
事
業
者
と
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
な
い
よ
う
に
、
声

掛
け
を
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

が
。

答

町
長

町
が
求
め
る
協

力
隊
像
と
協
力
隊
が
町
に
求

め
る
像
の
差
異
は
あ
る
と
思

う
。
し
っ
か
り
見
極
め
て
選

考
に
当
た
っ
て
い
き
た
い
。

問
②

奥
会
津
か
ね
や
ま
福

業
協
同
組
合
に
つ
い
て
、
課

題
は
冬
場
の
仕
事
不
足
。
法

改
正
に
よ
っ
て
市
町
村
に
派

遣
が
し
や
す
く
な
っ
た
が
、

町
へ
の
派
遣
を
検
討
し
た
こ

と
は
あ
る
か
。

答

商
工
観
光
課
長

昨
年

３
月
の
法
改
正
で
組
合
員
以

外
の
派
遣
要
件
が
年
間
２
割

か
ら
５
割
と
な
っ
た
。
冬
場

の
仕
事
と
し
て
除
雪
ド
ー
ザ

ー
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
お
よ
び

助
手
は
建
設
課
等
で
若
干
話

を
し
た
こ
と
は
あ
る
が
、
資

格
、
免
許
等
が
必
要
と
な
る

の
で
こ
れ
か
ら
の
検
討
課
題
。

問

奥
会
津
金
山
大
自
然
な

ど
、
人
手
不
足
で
本
来
の
目

的
が
達
成
で
き
な
い
企
業
も

あ
る
と
思
う
。
組
合
員
と
な

っ
て
人
手
不
足
を
解
消
で
き

る
よ
う
働
き
か
け
を
し
て
い

け
な
い
か
。

答

農
林
課
長

農
業
で
は

カ
ス
ミ
ソ
ウ
農
家
に
調
整
作

業
で
派
遣
を
行
っ
て
い
る
。

大
自
然
の
経
営
方
針
も
あ
る

が
、提
案
は
で
き
る
と
思
う
。

答

町
長

農
業
の
知
識
の

あ
る
方
で
な
い
と
難
し
い
作

業
も
あ
る
と
思
う
。
人
員
不

足
も
加
味
し
て
相
談
は
し
た

い
。

問
③

空
き
家
対
策
と
移
住

希
望
者
の
住
居
確
保
に
つ
い

て
、
町
営
住
宅
や
空
き
家
改

修
補
助
の
ほ
か
、
町
で
空
き

家
を
購
入
、
貸
借
し
、
す
ぐ

住
め
る
状
態
に
し
て
お
く
こ

と
で
生
産
年
齢
の
家
族
が
移

住
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
が

で
き
る
と
思
う
が
。

答

町
長

移
住
し
た
い
方

の
ニ
ー
ズ
は
様
々
あ
る
が
、

現
在
空
い
て
い
る
住
宅
の
活

用
な
ど
も
含
め
、
こ
れ
か
ら

の
空
き
家
対
策
の
在
り
方
を

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

問

町
と
し
て
の
移
住
者
の

理
想
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
な
ど

あ
れ
ば
。

答

町
長

思
い
と
し
て
は
、

45
歳
以
下
の
方
、
若
い
方
、

家
族
持
ち
な
ら
大
歓
迎
。
町

づ
く
り
に
お
い
て
も
活
躍
の

場
が
あ
り
、
非
常
に
あ
り
が

た
い
。

問

仕
事
と
住
居
は
両
輪
で

あ
る
。
空
き
家
を
活
用
し
た

移
住
促
進
住
宅
の
整
備
か
ら

譲
渡
の
流
れ
を
つ
く
り
、
空

き
家
対
策
と
住
居
確
保
を
並

行
し
て
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
が
。

答

町
長

十
分
慎
重
に
検

討
し
な
が
ら
、
空
き
家
の
利

用
、
対
策
は
進
め
て
い
く
べ

き
。
消
極
的
で
は
な
く
、
真

ん
中
く
ら
い
の
気
持
ち
。
移

住
定
住
さ
れ
る
方
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
施
策
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

議
員
の
ひ
と
言

若
者
目
線
の
政
策
が
次
世
代

の
町
を
つ
く
る
！

戻
り
た
い
と
思
わ
れ
る
町
、

選
ば
れ
る
町
に
な
る
た
め
に

は
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
町
を

官
民
一
体
で
作
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
考

え
る
。
金
山
町
の
移
住
定
住

政
策
の
現
状
に
対
す
る
町
の

見
解
と
、
今
後
の
展
望
を
伺

う
。

問
①

地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
受
け
入
れ
、
サ
ポ
ー
ト
体

制
に
つ
い
て
、
現
状
の
募
集

は
な
ぜ
５
名
か
。

大
おお

竹
たけ

一
かず

樹
き

議員の
一般質問

一昨年度、高知県梼原町の空き家活用事業を視察
空き家対策と住居確保が両立できる町の取り組み

金山町の３００軒近い空き家の今後は
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金
山
町
ご
み
減
量
実
施
計
画
に
つ
い
て

受
入
れ
制
限
の
な
い
よ
う
、
ご
み
減
量
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
︱
町
長

る
た
め
、
計
画
に
基
づ
く
確

実
な
ご
み
減
量
の
達
成
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
①

今
年
４
月
か
ら
２
週

間
ご
と
に
ご
み
減
量
の
目
標

を
管
理
し
、
目
標
を
達
成
で

き
て
い
な
い
市
町
村
の
ご
み

は
受
け
入
れ
を
制
限
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
金
山

町
は
、
ご
み
減
量
実
施
計
画

の
目
標
を
達
成
で
き
て
い
ま

せ
ん
。
受
入
制
限
へ
の
対
応

策
は
？

答

町
長

ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
の
一
時
保
管
、
パ
ッ

カ
ー
車
に
積
み
込
ん
で
の
一

時
保
管
、
ま
た
、
最
終
的
な

対
処
と
し
て
は
、
環
境
セ
ン

タ
ー
以
外
の
焼
却
施
設
で
の

受
入
れ
処
理
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
ま
す
。

問
②

会
津
若
松
地
方
広
域

市
町
村
圏
整
備
組
合
で
は
、

ご
み
減
量
実
施
計
画
の
進
行

状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
７
年

度
末
の
排
出
目
標
を
令
和
９

年
度
末
に
２
年
間
ス
ラ
イ
ド

さ
せ
ま
し
た
。
当
町
は
、
令

和
９
年
度
末
ま
で
に
令
和
６

年
度
の
排
出
量
か
ら
年
間
50

ｔ
の
ご
み
減
量
を
達
成
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、『
ご

み
減
量
実
施
計
画
』の
取
組

状
況
は
？

答

町
長

災
害
廃
棄
物
処

理
枠
の
活
用
に
よ
り
ご
み
減

量
目
標
を
年
間
391
ｔ
と
し
、

そ
の
達
成
に
向
け
て
木
質
系

ご
み
の
資
源
化
や
古
布
回
収

体
制
の
拡
充
等
に
取
り
組
み

更
な
る
ご
み
減
量
の
推
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。

議
員
の
ひ
と
言

生
ご
み
３
き
り
運
動
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
！

会
津
若
松
地
方
広
域
市
町

村
圏
整
備
組
合
の
新
ご
み
焼

却
施
設
は
、
環
境
負
荷
を
減

ら
す
た
め
に
、
処
理
能
力
を

当
初
の
計
画
で
あ
っ
た
１
日

２２０
ｔ
か
ら
１９６
ｔ
へ
と
縮
小
し

て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
の
前
提
と
な
る「
ご

み
減
量
実
施
計
画
」の
目
標

が
未
達
成
の
場
合
に
は
、
施

設
能
力
超
過
に
よ
り
住
民
生

活
お
よ
び
施
設
の
維
持
管
理

に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
が
あ

町
長
は
公
約
の
第
１
に

「
安
心
・
安
全
な
生
活
環
境

づ
く
り
」を
掲
げ
て
お
ら
れ

ま
す
が
、
地
域
の
安
全
対
策

は
？

問
①

防
犯
カ
メ
ラ
を
各
集

落
の
入
り
口
や
国
道
・
町
道

の
分
岐
点
に
設
置
す
る
こ
と

で
、
犯
罪
の
抑
止
や
事
件
の

早
期
解
決
だ
け
で
な
く
、
子

ど
も
の
見
守
り
や
徘
徊
高
齢

者
の
捜
索
な
ど
に
も
活
用
で

き
る
が
、
設
置
予
定
は
？

答

町
長

役
場
や
学
校
等

の
公
共
施
設
、
観
光
施
設
等

に
設
置
し
て
い
る
ほ
か
来
訪

者
の
多
い
川
口
駅
前
や
道
の

駅
に
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
に
は
太
郎
布
地
区

及
び
田
沢
地
区
に
お
い
て
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
監
視
可
能

な
防
犯
カ
メ
ラ
を
新
た
に
設

置
し
、
天
候
が
機
器
に
与
え

る
影
響
等
を
確
認
す
る
た
め

の
試
験
運
用
を
行
っ
て
い
ま

す
。今

後
は
今
年
の
夏
の
猛
暑

時
に
お
け
る
耐
久
性
も
検
証

し
た
う
え
で
、
設
置
場
所
や

設
置
手
法
、
財
源
の
確
保
も

含
め
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
さ
ら

な
る
整
備
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

議
員
の
ひ
と
言

事
件
の
抑
止
、犯
罪
の
防
止
、

早
期
解
決
に
必
要

防
犯
カ
メ
ラ
等
の
設
置
に
つ
い
て

設
置
場
所
や
手
法
、財
源
の
確
保
を
含
め
て
考
え
て
ま
い
り
ま
す
︱
町
長

稼働しはじめた新ごみ焼却施設
皆さんで排出ごみの減量化に努めましょう
「家庭ごみ有料化」にならないために

栗
くり

城
き

康
こう

太
た

郎
ろう

議員の
一般質問
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只
見
線
運
休
時
の
代
替
輸
送
の
不
備
と
、地
域
経
済
・
住
民
生
活
への
影
響
に
つい
て

要
望
活
動
が
重
要
︱
町
長

問

Ｊ
Ｒ
只
見
線
冬
期
間
の

運
休
に
よ
る
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
、

福
島
県
に
対
し
て
の
代
替
バ

ス
運
行
、除
雪
体
制
の
充
実
、

雪
崩
対
策
等
積
雪
時
の
安
定

し
た
運
行
の
た
め
の
要
望
活

動
の
内
容
に
つ
い
て
。

答

町
長

昨
年
６
月
定
例

議
会
以
降
、
７
月
に
会
津
総

合
開
発
協
議
会
で
、
各
市
町

村
長
や
議
長
が
東
京
に
赴
き
、

首
相
官
邸
や
国
土
交
通
省
の

ほ
か
Ｊ
Ｒ
東
日
本
本
社
な
ど

に
、
只
見
線
の
冬
期
間
の
安

定
し
た
運
行
の
確
保
、防
雪
・

除
雪
設
備
の
充
実
な
ど
と
計

画
運
休
を
行
う
場
合
の
代
行

バ
ス
運
行
の
要
望
書
を
提
出

し
て
い
ま
す
。
８
月
に
は
、

会
津
総
合
開
発
協
議
会
の
構

成
市
町
村
が
福
島
県
知
事
、

生
活
環
境
部
、
商
工
労
働
部

な
ど
に
同
様
の
要
望
書
を
提

出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
福
島
県
鉄
道
活
性

化
協
議
会
で
は
11
月
に
Ｊ
Ｒ

東
日
本
新
潟
支
社
、
12
月
に

は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
北
本
部
を

訪
問
し
、
雪
崩
防
止
対
策
や

豪
雪
な
ど
に
よ
る
運
休
期
間

中
の
代
行
バ
ス
運
行
に
つ
い

て
の
要
望
書
を
提
出
し
ま
し

た
。

問

要
望
活
動
を
頻
繁
に
し

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
次
の
手
は
何
か

あ
り
ま
す
か
。

答

町
長

要
望
は
要
望
と

し
て
関
係
機
関
に
し
て
い
き
、

い
か
に
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

加
か

藤
とう

夕
ゆう

子
こ

議員の
一般質問

再開通後冬期間運休が多い
会津川口―大白川間

（第七只見川橋りょう　会津横田駅―会津大塩駅）

問

町
の
最
重
要
課
題
で
あ

る「
定
住
促
進
・
少
子
化
対

策
」で
単
に「
人
が
集
ま
る

イ
ベ
ン
ト
」を
増
や
せ
ば
定

住
が
進
む
の
で
し
ょ
う
か
。

過
去
の
イ
ベ
ン
ト
で
ど
れ
だ

け「
定
住
の
実
績
」を
作
っ

て
き
た
の
か
。
も
っ
と
日
常

的
に
若
者
が
集
ま
れ
る「
溜

り
場
」を
つ
く
る
考
え
は
。

答

町
長

町
は
、
こ
れ
ま

で
実
施
し
た
事
業
の
結
果
や

反
省
か
ら
、
町
内
の
若
い
世

代
が
知
り
合
い
や
友
人
を
増

や
し
、
交
流
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
事
業
に
転
換

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
主

的
な
活
動
に
つ
い
て
は
、
町

も
し
っ
か
り
応
援
し
て
い
き

ま
す
。

か
つ
て
は
町
内
に
も
、
予

約
な
し
で
食
事
や
お
酒
を
楽

し
め
る
店
が
複
数
あ
り
、
老

若
男
女
問
わ
ず
多
く
の
方
で

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
地
域

の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
取
り

組
み
は
重
要
で
あ
る
と
理
解

し
て
い
ま
す
。
自
治
体
が
で

き
る
こ
と
を
見
極
め
、
持
続

可
能
な
仕
組
み
を
取
り
入
れ
、

民
間
と
協
働
し
て
賑
わ
い
を

創
出
し
て
い
く
こ
と
は
、
今

後
あ
ら
ゆ
る
事
業
を
実
施
す

る
な
か
で
重
要
な
視
点
で
す
。

問

町
の
地
酒
や
食
材
を
楽

し
み
な
が
ら
町
民
が
語
り
部

と
し
て
町
の
魅
力
を
伝
え
る

「
地
域
交
流
ス
ナ
ッ
ク
」。
町

が
ス
ナ
ッ
ク
経
営
。
営
利
目

的
の
飲
食
店
で
は
な
く
、
孤

独
孤
立
を
防
ぎ
、
多
世
代
が

交
流
す
る
た
め
の
夜
の
公
共

サ
ー
ビ
ス
。町
長
の
考
え
は
。

答

町
長

空
き
店
舗
を
利

用
し
て
の
事
業
は
、
現
在
お

も
て
な
し
事
業
で
町
は
応
援

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
行

政
に
も
限
度
が
あ
り
ま
す
。

議
員
活
動
又
は
町
民
と
し
て

町
に
具
体
的
な
提
案
を
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

議
員
の
ひ
と
言

議
会
だ
よ
り
２
３
０
号「
窓
」

「
自
治
体
が
ス
ナ
ッ
ク
直
接

経
営
す
る
？
金
山
町
活
性
化

へ
の
新
た
な
案
」を
読
ん
で

み
て
く
だ
さ
い

定
住
促
進
の
あ
り
方
と
、一過
性
の
イ
ベン
ト
か
ら「
持
続
可
能
な
仕
組
み
」への
転
換
に
つい
て

仕
組
み
の
転
換
が
重
要
︱
町
長
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子
や
孫
に
残
せ
る
も
の
と
は
・
・

ごあんない
〔
発
行
責
任
者
〕

議　
　

長

五
ノ
井
義
一

〔
編
集
委
員
〕

委
員
長

横
田

正
敏

副
委
員
長

安
藤

雅
朗

委　
　

員

坂
内　
　

譲

　
　

〃　
　
　

大
竹

一
樹

次
回
、
金
山
町
議
会
だ
よ

り
第
２
３
４
号
は
、
８
月
上

旬
頃
発
行
予
定
で
す
。

「
お
久
し
ぶ
り
で
す
」。
聞
き
覚
え
の
あ
る
声
に
呼
び
止
め
ら
れ
ま
し
た
。

彼
は
、
10
年
前
に
ア
メ
リ
カ
・
ラ
ス
ベ
ガ
ス
か
ら
川
口
高
校
に
転
校
し
て
き
た
生
徒
で
し
た
。
英
語
の
堪
能
さ
を
一

芸
と
し
て
卒
業
後
、
青
山
学
院
大
学
に
進
学
し
た
、
私
に
と
っ
て
非
常
に
印
象
深
い
一
人
で
K
く
ん
と
い
い
ま
す
。
一

声
聞
い
た
だ
け
で
す
ぐ
に
高
校
時
代
の
顔
が
浮
か
び
ま
し
た
。

思
い
出
の
地
は
数
多
く
あ
る
で
し
ょ
う
に
、
初
め
て
買
っ
た
バ
イ
ク
で
彼
女
と
一
緒
に
ツ
ー
リ
ン
グ
す
る
先
に
金
山

町
を
選
ん
で
く
れ
た
こ
と
。
こ
れ
に
は
、格
別
の
喜
び
を
感
じ
る
と
と
も
に
、家
業
と
し
て
こ
の
地
に
居
続
け
る
こ
と「
継

続
す
る
こ
と
」の
大
切
さ
を
改
め
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。

私
の
学
生
時
代
は
、
先
生
か
ら
の「
愛
の
ム
チ
」と
称
さ
れ
る
体
罰
が
日
常
茶
飯
事
で
し
た
。
父
兄
か
ら
も
推
奨
さ
れ

る
ほ
ど
、
先
生
の
権
限
と
信
頼
が
絶
大
だ
っ
た
時
代
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
部
活
動
や
学
校
生
活
で
先
生
か
ら
か
け
ら

れ
た
言
葉
は
、
10
年
後
、
20
年
後
に
自
分
が
同
じ
立
場
や
状
況
に
な
っ
た
時
、
ふ
と
昔
を
思
い
返
し
、「
あ
の
時
の
先
生

の
言
葉
は
、
こ
う
い
う
意
味
だ
っ
た
の
か
」と
、
大
切
な
金
言
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

学
生
時
代
は
自
分
の
人
生
を
振
り
返
る
こ
と
は
少
な
い
の
で
す
が
、
大
人
に
な
る
に
つ
れ
あ
の
頃
は
よ
か
っ
た
と
・
・

と
振
り
返
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
金
言
と
共
に
言
わ
れ
た
時
の
状
況
が
蘇
っ
て
く
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
教
育
や
後
継
者
問
題
、
事
業
承
継
、
そ
し
て
親
子
関
係
に
お
い
て
も
、
そ
の
本
質
や
価
値
が
分
か
る
ま
で

に
は
、
や
は
り
か
な
り
の
時
間
が
必
要
で
、
一
生
そ
れ
を
わ
か
ら
ず
に
終
え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
が
普
通
な
の
だ

と
思
い
ま
す
。

青
山
卒
の
K
く
ん
は
言
い
ま
し
た
。「
高
校
生
の
頃
は
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
か
ら
急
に
川
口
高
校
に
連
れ
て
こ
ら
れ
、
当
時

は
ネ
ッ
ト
環
境
も
未
発
達
で
、
現
地
の
友
人
と
繋
が
る
こ
と
も
で
き
ず
、
遊
ぶ
場
所
も
な
い
か
ら
ゲ
ー
ム
ば
か
り
し
て

い
ま
し
た
」。
し
か
し
、
続
け
て
こ
う
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。「
け
れ
ど
も
、
恵
比
寿
屋
の
人
た
ち
と
一
緒
に
過
ご
し
た

1
年
半
の
思
い
出
は
、ず
っ
と
消
え
な
い
ん
で
す
。
い
つ
か
必
ず
大
人
に
な
っ
て
か
ら
行
き
た
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
」。

私
た
ち
が
若
者
に
言
葉
を
か
け
る
と
き
、
遥
か
未
来
の
人
生
を
考
え
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
昔
の
人
達
は
嫌
わ
れ
よ
う
と
も
一
生
懸
命
若
者
に
、
厳
し
い
社
会
を
生
き
抜
い
て
も
ら
い
た
い
一
心
で
、
経

験
話
を
話
し
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
K
く
ん
の
よ
う
に
、
10
年
後
に
訪
れ
て
も
ら
え
る
ぐ
ら
い
の
深
い
関
係
を
築

け
た
の
で
あ
れ
ば
よ
か
っ
た
。

こ
の「
金
山
町
で
育
ま
れ
た
情
熱
」が
、
今
後
も
多
く
の
関
係
す
る
方
々
に
届
き
続
け
て
い
く
の
な
ら
、
こ
ん
な
に
嬉

し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
そ
の
情
熱
こ
そ
が
、
私
た
ち
が
子
や
孫
に
残
せ
る
も
の
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

（
坂
内

譲
）

感謝状を受ける五ノ井議長（右側）

県町村議会議長会副会長退任
五ノ井義一町議会議長は、令和５年５月１２日～令和
８年４月１０日の間、両沼地方町村議会議長会会長を務
め、その間の令和７年６月５日～令和８年４月１０日は、
県町村議会議長会副会長としても活躍され、感謝状の贈
呈がありました。（両沼地方は会津坂下町・湯川村・柳
津町・会津美里町・三島町・昭和村・金山町の７町村です。）

次回の定例会は、６月１２日頃開会予定です。
一般質問は６月１５日頃となります。
「開かれた議会」を目指しておりますので、皆様お気軽に
傍聴においで下さい。
○役場１階の受付で「傍聴券」を受け取り
　４階の議場においで下さい。




